
伝統を守る④
鍛冶屋

自
分
の
気
持
ち

打
ち
込
む

-
上
原
宗
雄
さ
ん
(
六
十
七
歳

・
下
郷
)

き
さ
A
M
け

(先
掛
)
の
依
頼
が
あ
る
と
、
仕
事
場
に
向
か
い
、

厳
し
い
表
情
で
っ
ち
を
握
り
ま
す
。
昔
は
、
そ
の
土

地
土
地
の
地
質
に
応
じ
て
注
文
が
き
た
の
で
、

「焼

き
を
硬
く
し
た
り
、
く
わ
の
耳
を
と
が
ら
せ
た
り
し

て
調
整
し
た
」
そ
う
で
す
。
「
お
客
に
教
わ
っ
て
職
人

は
り
こ
う
に
な
っ
た
。
使
、
っ
方
も
職
人
も
お
互
い
承

知
し
て
た
か
ら
な
え
L

と
。
最
後
に
「
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
わ
れ
る
農
具
や
刃
物
を
造
る
の
が
職
人

の
心
掛
け
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

印刷/田辺印刷脚

コ
ー
ク
ス
の
炎
、
飛
び
散
る
火
花
と
い

っ
た
悪
条

件
を
も
の
と
も
せ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら

「
自
分
の
気

持
ち
を
打
ち
込
む
」
上
原
さ
ん
。
鍛
冶
屋
は
先
々
代

が
明
治
の
初
め
に
創
業
。
三
代
、
百
二
十
年
余
の
伝
統

を
持
ち
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
、
刀
鍛
冶
も
や
っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
、
三
つ
ま
た
や
く
わ
な
ど
の
修
理

編集・ 発行/よ田市秘書課(毎月 l日 ・16日)/〒386上田市大手 1-11-16/宮⑫4100

消防音楽隊演奏会

開催日が変更に
t>とき 8月4日仕)午後 7時-8時

t>ところ 梅野町ポケットパーク前 t>演奏

上田市消防音楽隊(雨天の場合は海野町会館)

※ 「広報J 7月 1日号では 8月6日開)と掲載

しましたが変更します。

2・3市政トピックス
北陸新幹線上田市総決起大会

4・5

上越フェア

7月28日(土)に上回わっしょい

お知らせ号〕
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今
年
度
を
正
念
場
と
し
て
、
住
民
総
参
加

に
よ
る
建
設
促
進
を
図
る
た
め
、
北
陸
新
幹

線
軽
井
沢
以
北
早
期
着
工
実
現
上
回
市
総
決

起
大
会
が
六
月
二
十
一
日
、
市
民
会
館
で
行

わ
札
ま
し
た
。
市
独
自
の
大
会
で
あ
っ
た
た

め
、
会
場
に
は
約
二
千
人
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
内
容
は
永
野
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

ほ
か
、
附
勢
報
官
、
凹
項
目
め
い
〈
会
ス
ロ
ー

が
ン
を
決
議
し
た
決
意
表
明
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た

(
関
連
記
事
は
下
段
に
)。

新幹線

.... .. 

1 

1 
青年の船、大いなる中国へ

jJ州，'f年連帯の船か、中国を訪問する

ことになり、上田市からは13人か決定。

その代表者に対する市長激励会が6月30

Hに行われました。会も後半は!単談会と

なり、，t，国に関するエピソードなど、笑い

も交えた和やかな雰囲気のものでした。

. ・・・・・・・...........・.........・.....・・・・・・・・・..............ーーー・・ーーーーー・ーーーーー. 
-. . . . . . . . . . . . . . . 

. . . . 
-、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......__..............._...........................................ーーー・ーーーーーーーーー・ーーーーー...........ーーー. 
-. . . 
. 

. . . . 

、-今
年
北
上
越
は
い
わ
が

毎
年
恒
例
の
上
越
フ
ェ
ア
が
、
七
月
一

日
、
梅
野
町
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
上
杉
議
信
公
出
陣
の
儀
式
、
「
武

蹄
式
」
に
は
、

k
越
市
の
ミ
ス
さ
く
ら
も

出
席
。
ま
た
、
地
柄
、
枕
だ
ん
ご
、
か
ま
ぼ

こ
な
ど
の
物
産
展
示
即
売
会
は
、
午
前
中

か
ら
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
水
難
事
故
が

多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。

そ
の
よ
う
な
が
故
に
す
ば
や

く
対
処
す
る
た
め
、
七
月
五

i
六
日
、
消
防
本
部
の
職
員

に
よ
る
水
難
救
助
訓
練
が
、

自
然
運
動
公
園
プ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
両

日
合
わ
せ
て
約
五
十
人
が
参

加
。
人
工
呼
峨
訓
練
な
ど
に
、

職

μ
は
点
剣
な
表
情
で
励
ん

で
い
ま
し
た

手t，(手ひと正砲にf
一水難救助訓練ー

新
幹
線

量iii
[2] 広報うえ定2.7. 16 

6
月
初
日
、
市
長
が
中
央
陳
情

先
月
二
ト
一
日
の
上
田
市
総
決
起
大
会
で
の

満
州
場

一
放
の
大
会
決
品
を
受
け
、
そ
の
実
現
に

つ
い
て
、
永
野
市
民
が
運
輸
行、

大
崎
省
、
経

済
企
刷
庁
な
ど
へ
陳
情
し
ま
し
た
。

公
共
投
資
叩
か
年
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
る

公
共
投
資
十
か
年
計
画
に
整
備
新
幹
線
の
建

設
費
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
関
係
機

関
で
は
、
北
陸
新
幹
線
問
題
の
「
一
定
の
前
進
」

と
-A
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

「軽
井
沢

l
長
野
間
」
に
つ
い
て
は
、

わ
た
し
た
ち
が
要
求
し
て
い
る
轄
備
計
画
ど
お

り
の
建
設
か
ど
う
か
は
、
依
然
と
し
て
不
明
確

の
ま
ま
、
八
月
末
の
来
年
度
予
算
概
算
要
求
期

へ
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

8
月
に
向
け

さ
ら
に
運
動
の
強
化
を

こ
の
た
め
、
市
で
は
削
除
お
よ
び
県
内
沿
線
市

町
村
と
と
も
に
、
今
夏
の
決
箭
を
目
指
し
、

い

う
そ
う
強
力
な
建
設
促
進
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

-
今
後
の
固
な
ど
関
係
機
関
へ
の
陳
情
(
予
定
)

7
月

M
日

ω
県
内
沿
線
市
町
村

8
月

9
R
ω

以
内
沿
線
市
町
村

8
月
幻
自

榊

県

お

よ

び
県
内
沿
線
市
町
村
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市の動き

報恩紫において、 7Jl 5日、大正琴の慰

問補奏会が聞かれました。減奏したグルー

プは、上常凹大正午クラブの147，の皆さん。

rさくらさくら」、 「脊の小IIIJなど11曲を

演奏したほか、カラオケ、民踊などが行わ

れましたろi夜発を聞きに集まった約60への

老人のかたがたは、大正ヰーの美しい音色を

熱心に聞き入内ていましたn

十
川
一

uは
、
全
国
一
斉
に
国
勢

3
調
貨
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
じ
月

-
-
司

二
日
、
そ
の
実
地
本
部
を
設
置
。
今

ふ
l

J

n
『

し

査

年
は
十
年
に
一
度
の
大
規
模
調
査
年
。

ま

調

高
年
齢
者
の
就
業
状
況
や
居
住
状
況
、

し

勢

就

業

者

の
産
業
構
成
の
状
況
、
外
国

置

国

人

の
状
況
な
ど
、
九
月
二
十
三
日
か

吾
首
ら
し
ハ
町
九
卜
山
人
の
調
布
只
が
調
伐

を
進
め
る
予
定
で
す
の

1日 一時保育開始(東部保有l吋)

トロール(千曲川ほか 3河川)

2日 上小地区水防訓練{派J形グラウンド)

市1~ と市長の円

4日 卜問地域テレトピア推進協議会

5日 6月定例市議会招集日 (-20U) 
6日 農業集落排水事業下之郷地区起工式

(生jゐ足島神社・下之郷公民館)rli安全会議

10日 市民マレ田ソトゴJl.-寸大会(肉然運動公

国)

14日 ，Ii観光協会総会

16日 うえだわっしょい実行委H会上室賀 ・

J反城WJIi.場結期成同盟会 いけばな展(ほ

ていや梅野町席)

17日 プール開き(上問公l~1 ・ n 然運動公開}

市民綱引大会(市民体育館)

18日 県道別所丸子線改良促進!l1lb~同現金総

会(福田公民館)

21日 北陪新幹線軽井沢以北y.ltJl:(f工実現市

総決起大会(市民会館)

22日 点目陣太鼓保存会総会(向工会議所)

比4尻ふ|と過橋建設期成同日I.l会

25日 北|域新幹線建設促進附|吋 (点点)

26日 北陸新幹線建設県沿線広成市町村連続

協議会陳情(東京)

27日 全国市長会総会{東京、 -281:.1) 

29日 日本道路公団上回工'1-;・li務所よ')上信

越n動車道に関する要望・j司iに対して市に

l同容

30日 日州行年連帯の船上乗l'frlr良激励会

河川パ

い
た
わ
り
の

S
R
，.Lm''aH1 

気
持
ち
を
込
め
て

マ
問
い
合
わ
せ

3
)
 

高
速
交
通
謀
(
内
線
1
5
5

消
防
本
部
の
電
話
醤
号

窓
側

0
1
1
9に

J意
J
7
月
刊
日

ωか
ら
変
わ
り
ま
し

-
一
〕
た
。
緊
急
電
話
の

1
1
9
番
は

r

-

今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

市民と市長の日

8月6日(月)

午前9時~正午

わたしたちの熱意で惣願遥成を一。

先月21日の上田市総決起大会(市民会館)

広纏うえだ2.7.16[3] 



マたがり自慢」

ー_1-.ー一一』

~歩行者道路
(交通規制道路)

し 午後6:∞-9:30
り 午後7:00-9:30
(雨天決行)

案内図

7月28日(土)

ぜ一-ーー今一方通

←一一一一方通行

図午
後
6
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行
者
道
路
に
な
っ

て
、
各
所
か
ら
「
み
こ
し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。

「
み
こ
し
」
の
時
間
と
場
所
は
次
の
と
お
り
。

マ
午
後
6
時
1
7
時
H

原
町
、
梅
野
町
、
大
門
町
、

松
尾
町
、
大
手
町

マ
午
後
7
時
1
9
時
犯
介
H
H
大
手
町
通
り

-

』

'υv
午
後

6
時

1
9時
却
分

【41広報うえだ2.7.16

午
後
7
時

1
9時
初
分

午
後
7
時
に
「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
始

ま
り
ま
す
。
J

R
上
田
駅
前
で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、

お
祭
り
広
場
に
流
れ
ま
す
。
中
間
に
叩
分
ほ
ど
の
休

忠
を
は
さ
み
ま
す

臼

通
規
制
午
後

6
時

i
m時

臨
時
パ
ス

・
電
車
が
出
ま
す

「
わ
っ
し
ょ
い
」
当
日
は
、
午
後
6
時
か
ら
同
時

ま
で
、
お
祭
り
広
場
(
歩
行
者
用
道
路
)
へ
車
の
乗

り
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
辺
道
路
も
交
通
が
規
制

さ
れ
ま
す
。
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
鷹
匠
町
i
上
田
駅
i
上
回
西
武
は
、
午
後
6

時
初
分
ま
で
、
準
の
乗
り
入
れ
が
で
き
ま
す
。

-
パ
ス
停
は
午
後

6
時
初
分
か
ら
西
武
前
へ

午
後
6
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中
の
パ
ス
停
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
J
R
上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、

午
後
6
時
初
分
か
ら
上
回
西
武
前
へ
移
り
ま
す
。
パ

ス
の
運
行
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
案
内
図
を
ご
覧
く

だ
さ
い
の

お
祭
り
が
終
わ
る
と
、

上
回
阿
武
前
か
ら
臨
時
パ



お令官;G埼「みマよf今年のテーマ上回わっしょい'90

n 

古舟橋へ

二コ
「 土庁石室副

タクシー乗り場

午後6:30-10:00、駅前タクシトーーーーーーーーーーーー

一乗り場は、イトーヨーカド

ム前へ移動。

午後10:00以降は、ふだんのタ

クシー乗り場へ移動。

ス
が
出
ま
す

0

・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
移
動
し
ま
す

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
、
午
後

6
時
叩
分
か
ら
イ
ト

l
ヨ
l
カ
ド

l
前
へ
移
動
し
ま
す
。
交
通
規
制
解
除

の
午
後
日
時
か
ら
は
、

J
R
上
田
駅
前

へ
戻
り
ま
す
。

部
は
商
工
会
議
所
前

合
⑮
4
3
4
9

本
部
は
、

急
の
連
絡
、

く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ 上

田
商
工
会
議
所
前
に
設
け
ま
す
。
緊

け
が
、
急
病
人
、
迷
子
な
ど
は
ご
連
絡

観
光
課
(
内
線

1
4
2
2
)

臨時パス・電車時刻表(7月28日)

会社名 西武前発 行 先

上 国 交 通
21 : 40 

赤坂、傍陽、丸子

ノえ
(臨時)

千曲パス
21 : 40 

祢津、室賀、青木
(臨時)

ス

川中島パス
21 : 40 

下半過
(臨時)

会社名 上田駅発 行 先

20 : 31 別所温泉

電 21 : 00 別所温泉

21 : 32 別所温泉(臨時)
上回交通

下之郷(臨時)車 21 : 43 

22 : 02 別所温泉

22 : 25 別所温泉

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で

当
日
中
継
し
ま
す

広報うえだ2.7.16

大
花
火
大
会

8
月
間
日
働
に

【61



ア・弓・カ・ 'L・トお知らせ

~上塩尻・秋和地区は来年度に~

平
成
二
年
度
新
た
に
供
用
を
開
始

す
る
区
域
が
七
月

一
日
付
け
で
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
告
示
さ
れ
た
面
積
は
二
九
・

四
四
h
。

こ
れ
に
よ
り
供
用
開
始
面

積
累
計
は
六
七
一
・
二
二
二
凶

(下

図
の
と
お
り
)、整
備
済
み
面
積
は
、

七
三
二
・

O
三
三

h
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
事
業
認
可
面
積
九
九
八
・

九
凶
に
対
し
て
、
七
三
・
三
%
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
上
塩
尻
ポ
ン
プ
場
が
平
成

三
年
に
稼
動
子
定
の
た
め
、
上
塩
尻
・

秋
和
地
区
の
一
部
の
皆
き
ん
は
、
来

年
度
供
用
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

今
後
は
、
基
本
計
画
の
見
直
し
、

認
可
区
域
の
拡
大
な
ど
、
公
共
下
水

道
の
整
備
に
向
け
て
、
管
き
ょ
や
ポ

ン
プ
場
の
建
設
な
ど
を
進
め
る
予
定

で
す
。

管
布
設
工
事
に
こ
協
力
を

公
共
下
水
道
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、

平
成
二
年
度
は
主
に
、
上
塩
尻
、
下

塩
尻
、
秋
和
、
新
田
、
上
川
原
柳
町
、

下
川
原
柳
町
、
常
入
地
区
な
ど
で
の

公
共
下
水
道
管
布
設
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
に
伴
い
、

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
通
行
止
め
、

路
線
パ
ス
の
う
固
な
ど
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
工
事
日
程
な
ど
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
ご
連

絡
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課

1
5
3
3
・
1
5
3
4
)

(
内
線

公共下水道供用開始区域図

I供用開始区域

ー、、、¥、、

~ 
¥ 

~ \ 
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ア・弓・カ・ 11， ・トお知らせ

の生さ物かの

水の汚れを調べよう.ノ

川
は
生
き
て
い
る

暑
い
夏
を
迎
え
、
プ
ー
ル

・
海
へ

と
水
遊
び
に
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
川
遊
び
を

し
た

こ
と
が
・
あ
り
ま
す
か
。

昔
、
川
は
魚
釣
り
を
し
た
り
水
浴

び
を
し
た
り
、
憩
い
の
場
の

一
つ
で

し
た
。
で
も
、
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
?

空
き
缶
が
散
乱
し
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
が
浮
か
ん
で
い
る
川
で
遊
び
た
い

と
は
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
も
、
川
は
あ
ぶ
な
い
と

い
う
こ
と
で
近
寄
り
ま
せ
ん
。
で
は、

川
は
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

昨年の子ども公害教室(浦野川)から

い
い
え
、
そ
ん
な
川
に
は
小
さ
な

生
き
物
た
ち
が
懸
命
に
生
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
も
の
は
、

そ
の
よ
う
な
小
さ
な
生
き
物
か
ら
、

今
の
川
の
様
子
を
知
る
一
つ
の
方
法

で
す
。

簡
単
に
わ
か
る
水
の
汚
れ

川
の
虫
は
、
そ
の
川
の
状
態
(
汚

れ
)
を
素
早
く
感
じ
と

っ
て
、
そ
の

水
に
あ
っ
た
も
の
だ
け
が
住
む
よ
う

に
な
り
ま
す
の
き
れ
い
な
水
に
し
か

住
め
な
い
も
の
、
汚
れ
た
水
が
好
き

な
も
の
、
と
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
き
物
の
う
ち
代
表
的

水生生物による水質調査法の指標生物

少
しよ

ご
れ
て
い
る

き

れ

い

な
も
の

(
こ
れ
を

「指
標
生
物
」

と

い
い
ま
す
)
を
水
の
汚
れ
に
よ
っ
て

分
け
る
と
、
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

川
の
生
き
物
も
調
べ
て
こ
の
表
と
比

べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
川
の
汚

れ
が
わ
か
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
川
を
大
切
に
す
る

心
を
持
ち
、
末
長
く
川
と
親
し
み
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
夏
休
み
に
、

小
学
生
高
学

年
を
対
象
と
し
て
、
水
生
生
物
の
調

査
法
の
教
室
を
公
民
館
、
単
位
で
開
催

し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
参
加
し
ま
し
ょ

、『ノ。マ
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

以
g

・・』
P
A
F

、

a
c
e
'
f
L
 ミ議

A
U凪

m
m
m
w

類ヒ

生
活
環
境
諜
(
内

大
変
き
た
な
い

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た。

マ
匿
名

六
千
九
百
七
十
五
円
社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
大
東
京
火
災
海
上
保
険
脚
上
田
支

社
様

交
通
安
全
用
横
断
旗
三
百
本

学
童
横
断
用
と
し
て

マ

青

木

崇

梯

(中
常
田
)
コ
ン
パ

ク
ト
カ
メ
ラ

一
台
南
部
消
防
署
へ

マ

関

陸

夫

様

(横
町
)
一
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
暢
イ
デ
タ
製
作
所
様

二
十
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
信
州
鋼
機
側
様
十
万

円

報

恩

寮
施
設
整
備
費
と
し
て

マ
上
回
ガ
ス
糊
様

ガ
ス
オ
ー
ブ
ン

一
台

中
央
公
民
館
へ

マ
上
回
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

軽
自
動
車
一
台
老
人
福
祉
に

マ
侍
益
瑳
横

(
東
京
都
立
川
市
)

水
墨
画
て
白
…
、

上
回
日
中
友
好
協
会

様

額

一
面
市
役
所
展
示
用
に

マ
田
中
素
影
梯

(上
本
郷
)
十
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
東
塩
田
地
区
振
興
会
様

三
百
万

円
社
会
福
祉
施
設
撃
備
寄
付
金
と

し
て

マ
小
林
俊
明
横

(
新
聞
)
ウ
ェ
!
ビ

ン
グ
マ

ッ
ト
一
台
寝
た
き
り
者
な

ど
へ
の
貸
出
用
と
し
て

【ア】 広報うえだ2.7.16



上田駅周辺

放置自転車を撤去します

交通対前諜では、次の日程で、長

期間肢置されている自転車を撤去し

ます 心当たりのある人は、すぐに

持ち帰勺てくださ t、。

1>撤去日 7月25B(村

1>問い合わせ 交通対策課(内線15

61) 

~与
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上
回
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス

環
境
影
響
評
価
の

説
明
会

は
あ
り
ま
せ
ん

マ
問
い
合
わ
せ

1
2
9
6
)
 

同
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
)

マ
研
修
場
所

厚
生
連
小
諸
厚
生
総

…

合
病
院
、
小
諸
保
健
所
、
老
人
ホ
|

…

ム

マ

受

講

料

無
料
(
資
料
代
二

千
円
な
ど
が
必
要
)

マ

申

し

込

み

…

マ

内

容

書

道
、
硬
領
、
俳
句
、

七
月
三
十
日
開
ま
で
に
保
健
予
防
…
開
歌
、
団
法
な
ど
六
十
七
講
座
百
六

課
(
内
線
1
3
7
9
)
へ

…
十
四
コ
ー
ス

マ
申
し
込
み

七
月

・

…

三
十
一

日

ま

で

マ

そ

の

他

案

内

圃

聞

い

て

み

ま

せ

ん

か

…

舎

を
希
望
す
る
人
は
、
は
が
き
に
郵

園

生

活

ク

ラ

ブ

講

演

会

…

便
昏
号
、
住
所
、
氏
名
、屯
話
番
号
、

・

…

希

望

の
鴻
尽
名
を
引
い

て
、
一T
附

|

マ
と
き

七
川
二
十
一
日

ω午
後
一

似
点
京
都
同
立
市
山
上
見
向
ニ
|
三

二
時
i
四

時

マ

と

こ

ろ

上

回

消

…

十

六

N
H
K
学
閥
八

E
三
十
一
係
(
宮

叩
生
活
セ
ン
タ
ー
(
合
同
庁
舎
隣
)
…

0
4
2
5⑫
3
1
5
1
)
へ
ど
う
ぞ
。

マ
内
容

「ム口
成
洗
剤
と
皮
庸
炎
』
…
・

L

一
.
募
集
し
ま
す

と
題
し
て
、
元
三
最
大
医
学
部
助
手
・
…
圃圃

放
送
大
学

坂
下
栄
さ
ん
に
よ
る
講
摘

マ
聞
い
…
・

合
わ
せ

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
上
回
支

…
圃

2
年
度
第

2
学

期

生

部

(
宮
⑫

4
1
5
1
)

…
マ
募
集
人
員
①
全
科
履
修
生

1

・

…

二
千
人
②
選
科
生
な
ど

1
三
千
人

園

長

野

県

…

マ

申

し

込

み

八
月
十
五
日
…
附
ま
で

.

警

察

官

側

を

募

集

…

に
〒

m諏
訪
市
諏
訪
一

l
六
|
一

放

・

…
送
大
学
諏
訪
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
(
宮

マ
受
験
資
格

①
昭
和
三
十
八
年
…

0
2
6
6
⑬
2
3
3
2
)
ヘ

マ
そ

四
月
二
日

1
同
四
十
八
年
四
月
一
日

…
の
他
資
料
前
求
は
、
屯
訴
か
は
が

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
②
高
校
卒
ま
た

…
き
で
ど
う
ぞ
n

は
制
大
半
む
皮
(
来
年
三
月
卒
業
見
…

込
み
合
む
}

マ
受
験
場
所
七
回
一

将
棋
持
マ
受
付
期
閉
じ
月
ニ
ト

…

u倒
i
八
月
二
十
日
間

マ
第
一
次
一

試

験

九

月

二
日
間

マ
採
用
予
定
…

人
員

約
三
十
人
(
男
千
二
十
人
、

女

f
二
十
人
}
マ
問
い
合
わ
せ

よ
凶
瞥
察
署
(
宮
⑫

0
1
1
0
)

(8] 

N
H
K
学
園

生

涯

学

習

通

信

講

座
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星雲月の相談目
今月の納税

固定資産税

都市計画税

国民健康保険税 1期

納期限はア月31日です

2期

/

…

…

な
い
⑦
打
ち
上
げ
な
ど
の
花
火
は
、

…
る
義
務
を
儲
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

…

す
…

…
注
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
の
中
を

…
人
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学

…

で

い

利

…

…

の
ぞ
か
な
い
③
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊

…
カ
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
試
…

幅広

…

…
ば
な
い

…
験
で
す
。
詳
し
く
は
学
校
教
育
課
(
内

…

h
u

…

花
火
は
次
の
注
意
を
守
り
、
正
し

…
マ
問
い
合
わ
せ

上
田
中
央
消
防
署

…
線
1
7
1
4
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

…

防
犯
登
録
は
、
自
転
車
を
盗
難
か

麟
…

〈
遊
び
ま
し
ょ
う
。

~

(
宮
⑫

0
1
1
9
)

…
・

…
ら
守
る
役
目
を
し
ま
す
。
議
難
防
止

圃

若
者
向
け

ρ
…

①
花
火
に
書
い
て
あ
る

ιび
方
を

…
園

就

学

義

務

猶

予

免

除

者

…

圃

お

さ

か

な

料

理

…

の
た
め
、
防
犯
登
録
(
自
転
車
一
台

t
…
必
ず
守
る
②
花
火
を
人
や
4
2
に
た
す
・
圃

・
圃

・

こ

っ

き

五

百

円

)
を
、
防
犯
登
録
取

例
…

た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

…
圏

中

学

校

卒

業

稜

度

…

園

コ

ン

ク

ー

ル

…

恥
屈
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

附
…

所
で
は
遊
ば
な
い
③
風
の
強
い
と
き

…
圃

認

定

試

験

…

マ

申

し

込

み

は
が
き
に
「住
所
、

…
・

唱
…

は
や
ら
な
い
④
水
の
入

ワ
た
バ
ケ
ツ

…

病
弱
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

…
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

…
圃

環

境

衛

生

金

融

公

庫

i
・

l

ー

…
を
用
意
す
る
⑤
大
人
と
い

っ
し
ょ

に

…
の
た
め
に
、
義
務
教
育
を
受
け
る
こ

…
性
別、

未
婚

・
既
婚
の
別
、
メ
ニ
ユ

…
圃

融

資

の

ご

利

用

を

…
遊
ぷ
⑥
た
く
さ
ん

一
度
に
火
を
つ
け

…
と
が
で
き
ず
、
保
護
者
が
就
学
さ
せ

…
|
名
、
材
料
、
作
り
方
、
コ
ツ
な
ど

…
・

…
を
明
記
し
て
、
七
月
三
十
一
日

ωま
…

拡

食

理

容

、
旅
館
な
ど
の
環
境

…
で
に
一T
m
l
n長
野
市
市
場
六
|
四

一
衛
生
関
係
営
業
の
人
を
対
象
に
、
資

い
長
野
水
産
協
同
組
合

(
宮
0
2
6
2
…
金
を
融
資
し
ま
す
。

…
@
2
8
1
1
)
へ
ど
う
ぞ
。

…
マ
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
金
融

・

…
公
庫
業
務
部
(
宮
0
3
@
5
4
1
6
)

圃

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

「l
I

l

l

i
-

-

I

l

-

-

」

l

-

圃

準

備

講

習

会

…

一

名
相
変
更
の

一

・

一

お
知
ら
せ

一

マ
講
習
日

A
コ
l
ス
l
八
月
十

…
一
一v
旧
名
称
塩
田
商
工
会

一

…
臼
働
i
十
二
日
側
、
B
コ
ー
ス
1
八

…
一
マ
新
名
称
上
田
市
塩
田
商
工
会

一

…
月
十
日
制
、
十

一
日
出
、

C
コ
l
ス

…
一

一

…
l
八
月
二
十
六
日
同
(
模
擬
試
験
の

一
}
i
i
i
i
t
i
j
i
i
l
i
t
i
-
-

み
)

マ
会
場

上
回
薬
剤
師
会
研

…

訂
正
お
わ
び

…
修
室

(国
分
)

マ
申
し
込
み

七

一

…
月
三
十
一

日
閃
ま
で
に
上
回
薬
剤
師

…

六
月
一
日
号
の
十
三
ペ

ー
ジ、
「
ご

…
会

(
岱
⑫

6
1
3
0
)
へ

…
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
中
で

…
左
記
の
か
た
の
自
治
会
名
に
誤
り
か

…
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
い

た
し
ま
す
。

…
マ

寸井
出
ハ
ル

…
を
「
笹
井
」
に

花
火
は

危
険
の
な
い
よ
う
に

相 談 名 日 時 会場など

8月10日樹

『去 律 相 2炎 13: 30-15: 30 
市

予約先は生活環

(予約制) 8月24日樹 {支 境諜(内線1388)

13: 30-15 : 30 所

人権・悩みごと相談
8月2日(栂 色 市民相談室

13: 00-16 : 00 ⑫ {西庁舎 2階)

8月9日(ね
4 

市民栂談室
土地 ・建物相談

1 
13: 00-16: 00 。(西庁舎 21;皆}

8月1日(1.ゅ
。

農業委員会
良地問題相談

8 : 30-17 : 00 (本庁舎 21渚)

行 政 キ目 言炎
8月13日(月)

西武デノ守一ト
10 : 00 -15 : 00 

心配ニと相談
毎週火曜日

10: 00-15: 00 社会福祉協議会

法 律 相 談
8月18日ω 岱⑫2025

10 : 00-正午

法 律 相 談 8月8日(!j¥)

(予約制) 10 : 30-正午 上回商工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 岱⑫4500
9 : 00-16 : 00 

)li市 民 相 j炎 毎週月~土日記日 (午前)
生活環境諜

消費生活相談 9 : 00-17 : 00 市

知能 康 相 百炎
毎週月~土曜日 (午前)

i支
健康相談室

9 : 00-17 : 00 (南庁舎 2階)

多，~家庭 ・ 児童相談
毎週月~金眼目 所 福祉諜

9 : 00-16 : 00 8 ⑫ 2000 

自
転
車
に
は

防
犯
登
録
を

。上記以外の相談は生活環境課(内線1388)へ照会を。
※市役所内の各担当課での常設相談は、随時紹介しています。

広報うえだ2.7.16

東-
前 ・
山・

七
三
」

[91 



-荻原朔太〈ん

( 3歳、西野竹)

r自転卓も乗るようになり、最

近は変身こ'っこに夢中です」と

紛の笠子さん。

保健ttt
保健予防課(内線1374)

8月の乳幼児健康診査

1>受付時間 いずれも午後 1時-2時 1>持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4 ・10か月児)、歯i7'ラシ

( 1歳 6か月児)01議 6か月児は、赤ちゃん手1阪の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりましたので、健診日に

会場で記入していただきます。

保健センター(市役所南斤舎 2階)

健 量"今P、 実施日 生 年 月 日

4 台、 月
8月7日 2. 3.16-3.31 
8月21臼 2. 4. 1- 4.15 

10 力、 月
8月9日 7じ. 9.16- 9.30 
8月28日 7(;. 10. 1-10.15 

1歳 6か月
8月1日 7じ. 1.16- 1. 31 
8月22日 7じ. 2. 1- 2.15 

3 歳
8月3臼 62. 7. 1- 7.15 
8月30日 62. 7.16- 7.31 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か 月 I n '" n ~ I 2. 3.16- 4.15 
I 8月 8臼 110 か月 IV"V _  I 元 . 9.16-10.15 

3 歳 I8月31日 I 62. 6.}- 7.31 

川西社会福祉センター(川西地区)

4 カs 月

10 カs 月

1歳 6か月
8月10日

F
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8月4日より

人間ドック受診者に

補助金が交付されます/

対象、補助額、申請方法

など詳しいことは、広報7

月1日号をご覧のうえ、ど

うぞご利用ください。

1>問い合わせ 国保年金

謀(内線1362・1363)

サマーワェスティパル
in 

上回創造館
fi(23) 1 1 1 1 

圏プラネタリウム特別投影

1>とき 8月1日(ね-16日(村。午前11時、午後 l時

30分、 3時の 3回投影 1>内容 「夏の星空と星の一

生J 1>料金 小 ・中学生=100円、高校生以上の学生=

150円、一般=200円 bその他 11日ω、12日(，1)は、

午後 7時30分から夜間特別投影をします。

ltI上田紬(つむぎ)織物展

t>とき 8月3日幽-5日(円)、午前 9時~午後4時

t>ところ 民俗資料館 t>内容 ①機織りを体験し

てみよう②作品展示、工程の制介 b料金 小・中学

生=無料、高校生以上の学生=100円、一般=150円

圃楽しい折り紙教室

t>とき 8月5日(rl) 午前の部=9時30分-11時30

分、午後の剖s=2時-41侍 t>ところ 第 4・5研修

室 t>参加料 300円 t>受付方法 当日、会場にて

t>その他 折り紙とテキストは、当館で用意

圃初心者パソコン教室

t>とき 8月8B(:水:)-10日{錦、午前10時~午後4時

1>ところ ノfソコン教室 t>対象小学校 4年生~

中学校3年生までの初心者 t>受講料 無料 t>申し

込み 屯話でどうぞ t>その他 昼食 ・筆記具を持参

画天体写真コンテスト

t>対象 上小地域内にず1:f主、または勤務する天文愛

好者 b応募規定 ①テーマ=自由②部門=中学生以

下の音1) 、 高校生 ・ 一般の音I~③サイズ= キ ャビネ判以 仁、

四つ切り以下、傾に入れて出品 t>応募期限 8月10

日樹午後 5時までに創造館へ 1>展示 8月11日(-1]=

午後 2 時 ~ 9 時、 8 月 12 日(11)=午前 9 時~午後 8 時 、

8月13日(月)=午前 9時~午後 4時(会場は 21晴美術館j

b参加費 無料

7月28日-8月16日

夏の受通安全、やまびこ運動、

夏の行楽シーズンを迎え、変速量の増加ととも

に、事故の多発が予想されます。これらの事故防

止のため、交通安全意識の高協と、正しいルール

とマナーの実践を世間づけることが目的です。

1>重点夏休み中の子どもの交通事故防止 t>年

間重点 ①若年運転者の模範逆転によるマナーの

向上②高齢者の事故防止③夜間事故の防止

広結う1~1ð2. 7. 16 [10] 
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